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Synopsis

　　　　［1］his　is．　a　theo）’etical　study　on　the　iris　in　ft，　ree“bangular　cylbidrical　wave－gi．iide．

Some　papers　oii　s　uch・　res，　earch　were　publis｝）or／1　already　by　the　ftuthor，　r／L’．　X？VM．　］iVfiles　｛ind

others．工n　this　I）aper　the乳uthor　shows　2u’｝〇七her　me七｝、ode　to　calculate　al）proxima七ely　t1〕e

suscepta．　nce　of　the　iris　easily　a：　follows．

　　　　At　firf　t，｛　s，　uitable　olle　mode　is　assumecl　oi，i　the　plane　of　the　xvindow．　ttnd　this

amplitrvde　distril’）ution　of’　tiransve］’se　eorr｝pone．nt　of　electrie　field　is　expftndecl　in　1一”ourier

serieses　in　x　directior｝　and　also　？」　dii’ectioll　i　n　generi‘1　over　the　！vhele　eross－seetiori　of

the．wave　sruide．　｛1］hus　eah　term　of　f　uch　g，　eries　obtained　i－ig．　produet　of　txvo　1．F｝om’ier

serieses　repe・sents　one　of　the　modes　of　thc　t’ield　disturbed　by　the　iris　｝・espeet；ively．

And　the　ainplitudes　of　：一L｝1　inodeg，　calt　be　calculated　by　findin．g　t，he　eoefl’ieients　o±’

the　serieses．　一
　　　　［1］hus　the　electi’ic　enei’gy　ai］d　mag：ntic　ene］’gTy　stoJ－e．d　by　the　higlie｝’　medes　are　de－

terini）ied　apd　they　ctu）　be　evftl　uatecl　1／）y　shunt　si］seepancef　in　the　trtu）s｝nissioi］　line

1’e］E）1PeSe］it；一，　t］iol．1　士●ol’　f／L　eXeiti≧lg　dO1】〔11nal．｝t　　mode。　　In　O］T｛五er　t（，　aVoide　　the　　C（）rn］E）liCationS

inhereut　in　having　both　TE　and　tZ’fif　modes　present，　it　is　conveniei’it　to　use　a　set　of

modef　（E．，．，”’　O）　when’　the　exciting　’i’ielcl　has　no　x　com？onertt　ot‘　eleetric　field．　By　f　uch

analysis　Nye　can　form　the　fortnulae　to　eftlculi｝，te　the　stiseeptar）ce　of　gcneral　rect｛Lng’ular

wiMdoNv　eat　ily，　and　alg，　o　inductive　“rii｝doxv　‘iuid　ear，aetive　windoxv　a．　re　treated　as　t・he

speci・1　c・・ses・Of　c・ul・se・in　9・ner・いhis皿・もh・d皿f・y　l　e　appr・xil・」at・・ne・

緒

g．　1

g．　2

g．　3

g．　4

｛．　5

結

kH・一一・・一・一・一・一一・一・・一・一一一一一一一”．”．”．”．．“”．．．，”．．“”．””．．“””90

窓のアドミッタンスの求め方＿＿…＿＿＿・・………・………・・…・…91

各姿態泥の振幅を求める事…………………．…・…・．・……・．・．．・．・……94

容最性窓のサスセプタソスの計＿＿＿＿＿＿．＿＿．．＿＿＿＿．＿．．95

誘導性窓のサ．スセプタンスの計算＿＿＿＿．．＿．．＿．．．．．．．．＿＿．＿97

一般の窓のサ．スセプタソスの計算＿＿＿．＿．＿＿．＿＿＿＿＿＿100

言＿．．∴＿＿．＿．．＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿．＿．＿＿＿＿＿iO1

文献＿＿＿・＿＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿＿．．＿＿101



松「　／／本 9r

緒 言

　　矩形箇導波管内に置かれた窓の入射波に封ずる反射係撒，透過係数叉はサスセプクン久の

計算法にっV・ては臨に筆者等の研究も山北①’②’〔3嶺うるしNJ．　I17．　Milesの論文④があるQ

爾これら繭藩の研究は全く無制系に行われた1ものでto．tt）。“｛lileg．は矩形箇導波管の誘導性窓及

び容澱性窓めサスセブタンスゐ計算公式を與えたが筆者等はこれらの他に一般の短形窓のサス

セプタ・スρ計瓢式をも賑翻が｝・瞭た調誘難窓及び糧騰に墾三田の公式

の表示は異った形をとっているが本質的には同一のもので唯山高の二二方法の無異rcよって異

った形となったものであう・鯨も雛は境界値聞題としての解法で窓の表側及び裏側の磁氣

及び電氣エネルギーの蓄積場を求めヒれらを入射波の線路表示に於ける分路のインダクタンス

及び容電量として評領するのである。樹窓の二二悉には其の部分の唯一っのdomh1職t　mode

のみがあると二三すると計算が容易となり3乙二三酌にもその近似二三二藍が認められてい

る。

　　筆蒋はこの問題を再三記し次の檬な方法で解くと甚だ照照な近似解法が察藩られ叉解析の物

品瞬味読旅しつつ鰍箏の騨纏蜘つた∴
　　先づ窓の面．ヒに適常な一つの姿態波を假記しその電界の振幅分布遊導波管の断画上に四壁

境界條件を満足する檬に縦横にFouri（｝r展開ナるQそうすると斯くして得られろ無限次の姿

態群からなる電磁界は漁ら凡ての境界條件を満足していることになる。又窓の面を矧両に拳

’Ei　IC，，　L窓の面上の電界は亙・域はE・）のみで示される場合高齢はE波とU　2f3：fCの鮒とせす

1・c．　E艀薦0の姿態群（或はE，y蒋0の姿態群）に展閉されだとすると計算が簡至鼠になる。　そうす

ると各姿態の二二はフ直り＝一　tr級数の係轍を求める方法で求められるから高次姿態波のエネル

ギー1蓄積が定まりこれが分路アドミッタンスとして求められる。重窓の三二に於ける磁界の横

成分は窓を漁して漣績である事を：利翔し導波管の断断が不二である場合には窓の爾側のもつア

ドミッタンス劇｛回しV・事力§容易に誰明されるので窓の片償｛のアドミttツタンズはその：二倍であ

る上記の方法は一般の窓の計算に適用轟雍且誘導帽三六や容蜘生窓ぱその特別な場合とLlて得ら

れるので都合が奏い。

　　　　　　　　　　　§・，1窓ρアドミッタンスの求め方

　　今矩形筒導波管内にZ＝0の所に第1．1圃に示される様な弓形の窓をなすZl殖1不漣績があ

るものとする。導膿は凡て完全導瞭とし窓を作っている導忌め厚さ爵殴限に薄1いものと假定す

る。導波管内で周壁並にZ＝0の断面‡で與へられた境界條桝・を満足する檬にM簾We工玉の方

程式

　　　　　　　　　▽×HヲωE・▽畑rブω嘩‘　　’（1・1）
を解くのであるが入射波の電界がy方向にi蔚いているものとすると導波管内の界は．瓦諜0？t
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　満足する様な界のみとなる○そこで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E＝一▽×A，　Hl・＝一▽φッ●ωεA　（1．2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と置き『，鐙．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A＝　iAx　＝iA，　A：tt　＝Az＝0　　　　　（1．3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と置くと電磁界威分は次の様に表わされるQ

「　　　　　　　　　　∂2A　　∂2A　　∂牝4
　　　　　　　　　瀟＋砺融’＋．∂菰・＝｝乃2且・k2，；（D’ε・　　　（1・5）

　　令窓樋過して來た界をしらべて見るにこれは凡てe一「zの形の傳撤するから三一m

となり（1．5）式より島の方程式は

　　　　　　　　　　羅÷雛一一1・一・＋砿　　 ’（・・6）

故に導波管周壁の境界條件を考慮するとこの方式の解は次の檬な形となる筈である。

　　　　　　　　　　　の　　　　　　
　　　　　　　　EドΣΣ砺…響一。・・争…儲
　　　　　　　　　　71tanl　n＝o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．7）

　　　　　　　　　　　T・mn一／ぐ響F悸戸

この忍！，から他の威分は次の檬1で求められる。

密議　　あ

「6↑置．

56し君

l　　　　　　　　　　　　　　　l　　　．

　　　私「斎講・　　瓦漏物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　碓戸冠饗＋・刈　　揚一一｝劉

第伽，切姿態の界アドミッタンスを五ム｝珊とすると

　　　　　　　　　　一一ぐ塾一当諜メ

窓を通して濫ばれる門守複素電力は

　　　μ一÷∫、（研恥・・＆輔血粉・

　　　　　　　　　　　の　　　　ゆ
　　　　一÷！l蕊嬰臨・恥珈・四一・

珊

れだ

謬…卿吻

（1．8）

（1．9）
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この式の右邊の被積分項を麹雷な群につ｝けて計算し

　　㌍親告蜘婦＋÷感服碍ボ鑑歯蜘鋸
　　　　　　　　　　　　　　　　　7z　・＝1　　　　　　　　　．　　　　　7’‘監2

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　つ
　　　　　　　　　　　　　＋寺ΣΣ臨賑4　　（・…）

　　　　　　　　　　　　　　　　7n＝2ntu！
一方恭本波（1．0）姿態に劃する界入．カアドミツタンスをyl，とすをと」1）　’〉：’は又次の檬になる。

　　μ干晋靱∫；。。∫》瀦・i1帯紹・吻ぞ・概　　（・…）

故に（1・10）式と（1・11）却）各右邊記しいと置いてY・i　it求めると

　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　鷲崩・＋÷一試；アΣ臨附＋一鞭・Σ蜘曜
　　　　　　　　　　　　　？tu1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，in1＝2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　＋一｝丁赤ΣΣ蜘噺（L・2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’11t　＝＝　ll・1乙tU　1

　　罐の第一項蜘は入射波（1．0脇態の界アドミヅタンスである。鱒波管力湛本灘．0）

姿態のみを典の傳迭域に含む檬に作られてあるものとするとMAeは實敏でこの姿態以外の凡

ての高次姿態の鉱魏は悉く純囎敷である。從つ“こ第二項，第三項及び第四項は純歳である。こ

れらを夫汝｝乞〕巴及び｝㌃と置くと　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　端＝瓢。十Yc十筑十Y，1∬＝21fte十Y・s、　　　　　　｛！・13）

　　　　　　　　　　　Ys＝Yc十Y」v十y，｝f　　　　　　　　　　．　（1．14）

　斯くして窓の片側（z瓢0の側）のアドミッタンス〕賑が求められたわけである。　撮窓の

伽・片側（f・　・一・　e）　to側で二丁憾・入雅留吐反身下塗酬可でこれがz・…＋eの側の耕

と同一のものであるべきであるから

　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　　　　　　E・6＋俸ΣΣ・勲…争・c・・2罰

　　　　　　　　　　　　　Otlm1葛＃o

又反射波はθ材馳の形の傳播をするから　　　　　　　　　　　墜

　　　　　　　　　　　　　　　　罵一躍蕩

であり窓の穴齋して繍曙1ゆ磁界の三岡｝髄績であるから

　　　　　　　∬嘉十∬r＝IJ、，．　∬1…一私。癬。，　∬一一溜か

こましらの式より

　　　　　　　　　の　　　 の　　　　　・1・・E｛　ΣΣ蜘恥・i11争・c・・讐　　　．（…5）

　　　　　　　　　伽ml　nwwe



94　　　　　　　　　　　　　　導波管内の窓についての考察・

　　　　の　　　　わ

融・ΣΣ踊・争一争・乗じ蜘・×・上醐・三民・
　　　7）1＝1iZ＝1

　　　　　　　　　　　　　　・謝一÷一・＋菰　　　（…6）

鱒基本波（1．e）姿態の透過｛緻で観。女玲は（1．14＞式のIE’lsで片面のアドミッタンスで

ある・鱒第1姻の檬に糊重1・アドミツ・ンス蜘の灘の三二頒アドジ卿スYカ1

ある場合の電座透逝係数ρは

　　　　　　　　　　　　　M　　　　　　　　　　　　　l　　　　　Y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一＝1十一一

M
　lo
Y M，o

　　　　　第工．2圖

として片醐の二倍となる。（但し窓の爾側の導波管の太さは不攣としている。）

　　斯之して窓のアドミッタンスは

　　　　　　　　　　　　　　　γ；ブBσ＋β汁ブ鰯　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　角・｝ド「穿下Σ払轟｝・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　π鵠1

　　　　　　　　　加瓦論茎i照。勾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ln＝2

　　　　　　　　　幽一・玲一「亦触三野、・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’in＝　27『鴇1

これらを計算するには君鰍求める必要がある。側節にその方法を示す。

　　　　　　　　　　　　§2．‘各姿態波の振幅を求める事

　　Eyは一般に（1．7）式で示されるがこれを書き・直すとz＝0に於て

（恥一［Σλ一・粘1．［恥Σ瓦・畷・ト応α（・）

　　　　　　　～η司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評～＝ゼ

　　但　　　　　　　　　　　　E，，Vt＝ン1。t　Bn

すもみとするとz＝＝0の聖上の界Euの振帳分布ε（x，　3t）は

・・ε一
o∴ll∵11：：：1：：：：［：：：：綴鰍

　　　　　　　　　　P　　　　2瓢。

であるから（1．16）と比較して

　．　Y＝＝2［trs　，．　．（1．18）
即ち窓の爾側の面のもつアドミッタンスは全く等しく全膿

（1．19）

“20）

（2．1）

（2．2）

今窓の尊上の電界は賜のみで撰1彫蹄綜〃方向には一捷でy：方向へは牛波正弦分布をな

’（．O・．．3）
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　・・の窓の配の分擁轡ξ蜘剛翫剛湛導灘；の三三三三輔目する謙三三

瞬麟眼開弾とこれらの禾ll．とし略ら綿働・一・は凡ての導獅i上a・境界條髄灘し

てい励けで嫡・．・こ欲遡葱2・瑠・三物・椥’C・x＝　tVl～・，・の馳）捌温σ1激正弦灘

・x　＝o～・．の間に　　　一㍉t　’／、t

　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　ぞ略痴撃　　，伽）

の形につ」り慨一展開し又第2．2圓ゐ様にY　＝Yi～鈎の間一序糠にiの高さをもつ圃形を

ty＝0～bの關に

　　　　　　　　　　　　　　　㏄

の形に展開し

　　　σ〔〃片Σ跳…筆

　　　　　　　η司ナ

　　　　（E～ノ）z。．〇二F＠）。G（y）

　　　　　　　　モ喝←・α一一・
　　　　’　　　　　1・
：　　　　　・
1　　1　　　1

　　　　　　　ox’　　 ㌃α
　　　　　　　　　　　第2．工圏

　と罎くとよいっ又展開された：級数の各項の三三は

　　　　　　　論制二抑瀞踏・曙鈎

　　　　　　　お一討：ll吻

　　　　　　　跳一図1：；…争吻

　と編、斯くして（？．　2，よb　Emnが・繭られる、、、

、　　　　　　　　§3．

　　　　　　　　　　捌一｛薫劣…　

　この場舎のフ・一一リエF展開は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　．　即ゆ歪亀．、σ（回旋

　　　　　　　　　曲

tr　G，一，

1

o ，y，　・　cr2　g

簗2．2圖

．一一〇

炉「0

　　　　　　　　　　　容量性窓のサスセ’フタンスの計箕

第3．覇囮瓢容羅窓の蕩・舘は嫉⑩離のE・，，の捌覇分禰

　　　　　　　………辱’窓6噸一≒

、…茁冝怐怐諱h∵…∵灘酒

　　　　　　　　　　　りみだ
　　　　　　　　窮・・ドガy

〈2．5）

（2．6）

（2．7）

（3．1）

（3．2｝
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@　．　　　導囎内の窓につし⑰灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　となるからAt・1，　A，n＝0（7n＞1）と置くとよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。所がEmn＝A？n　Bnであるから（1．20）式の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブBみとブB」fが零となり（1．19）式のブ窃は第3．1圓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場合のγ＝ブ窃と同じものとなる。斯くして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3．1圃の容量性窓のサスセブ．タンスは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブB・一「誌小轟1・　（・．・）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n＝t
　　O」　　　　．　　　　6し　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　にて計鱒〔出來るが
　　　　　　　　第3．r圖

　　　　　　急∴蹴∵∵∵；0身｝融

故：に

　　　　　　疎÷沼一疎轟…響L…亨（痢　（・．4・’

郊・？櫻態の界アドミツ艀スは

　　　　　　M・・膿壽　・”・・イ（茅ア＋（亨アー・；　（…）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n＝0，ユ，2，…………）

三って（3・3♪，（3．4）ノ，（3．5）から

　　　　　暗暗吋卿・2勢．磯　　　（・．6）
　　　　　　　　　　　　π貫1

となる。

　　特に。二b／2である様な封稽な容璽二性窓の場合には

　　　　　瓦　・1一・・亀雪冤（一・磁τ・加2肇　　　（・．7・

となるから

　　　　　　　　　　ブ恥・御Σ晦←里塾
　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　n＝＝1　　　　　　　　　　7z“

所がnft　，，は次¢）様に緒：き直す事が出來る

　　　　　　　　　　　　M・n－」Mt・［（勢ゲー・r2

蜘こんは基本波（1．0）姿態の管内波長で

　　　　　　　　　　　　　　・，一・・／／ト（。／。）・

ツ

6

ε1四一
↑c

．し



　　　　　　　　　　　　　　　松　　本　　　蕉　　　　　　　　　　　　　　　　07

であるから（n　1　ty／％）2＞1ならば伽≧2に封し）

　　　　　　　　　　　私・≒μ・・26／・Zy　．　　　　　　（3L　9－」

占虻に（3．8）穏こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　’鉱」・論Σレ讐ゑ幽・　　・3・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　π窩裏

上式の継和の計算には次の公式を利窮すれば．｝1　LAo

　　　　　　の　　　　　　Σlr欝2㌧…郵別・瞬1が＋．麹　　　1・．11）

　　　　　　n、＝1

斯くして容最性窓のサスセプタンスβが求められるわけである。

　　扱て（3．0賦のE、。，鰯幽し積分の形の式（3．4）藁代入すると

　　　　　幽n謡塑1，（3・・2）

故に

　　　　　藷誹∬∫1：激一一響＿砦嫡　　（・．・3」

　　　　　　　　　　　　　㍗己岩裏

となってMi1・・（’1）の興へた式力瑠られる・この式む糊：す鴨るためMil・・は次の搬こした・即、

ち

　　　　　　の　　　　　　　　1　？3π　？zπ　11π　 π1　　　　　　Σ罷．・…ガ・・C・・一ガヅー万・・…S　’一b一”、Y一・・S－nv6’…　Yt　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　ノ乙冨1

を利福鰍の様礎直面を行つ卯陥喉の試論をθ一〇～瞭で嘆贈る』

　　　　　　　ズ　　　　　COS　3…3ノ＝αcOS　G十β

　　　　　　　　　　　・一・il・号．・h・．塊〔　β一…穿．…物

そうするζ窓が狭い時即ち6・カミ小さい場舘は

　　　　　　　　　面一薯痴　穿∴・畷）　　（・．・4）

特に1封欝窓の場合は。＝δ12であるから

　　　　　　　　　　　　飾薯妬（一魂）　　・3・エ5）

　　　　　　　　　　§4．誘導性窓のサセセツタンスの計算

　　第4・1圃の様な誘導性窓の場合にはz：0の爾上のE〃振幅分布は



％　　　　　　　　　　導波管内の窓についての考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この場合のブt・リエド展開は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　　

壌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽）司，F　（x）一Σ・・…緊・…2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．m＝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となるから，Bo　＝＝1，B，，　＝＝0（？朕0）であるり所が
　　　　　　　　　　　　　　　　》スニ　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Emi1・＝託し。　B，t’であるから（1．20）式のブBcとブjBπ

　　　　　　　　第4．1圖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はGとなり（1．19）式の．iB五は第4ユ1量肩のY－jB．．

と同じものにな「る。斯くして第4ユ圓の誘i導出窓のサスセプタンスは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ疏r詐Σ臨万一［　　　（…）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　liV　an　L，

にて計算されるQ鼓に

　　　　　　煽細・÷！：1・i・読＠一寸パ義㌦　　 （・・4）

　　　　　　　　　　　　　　　ηz＝＝　ユ，2，3ヂ・・・…　一・・・…

即ち

　　・　鰯煮・…昭一鷲葦鵬）ヨー（罰　　．（…）・

（4．3）とf：4．4）ノとよ：り

　　　　　　撫謡t鴇1纏一（聯ミ1㍗（4・・）

舷に

　　　　　　撫毒／（郭向・憺）∵・丁／！．　（・…

　　　　　　　　　　　η＝＾！μ／ε，λ：自由寮問波長

若し（mλ／．’〔b）2＞＞1ならば

　　　　　　　　　　　　　　　・窃。縛・燦　　　．　・・，・）・

　　　　　　　　　　o
　　特に。＝αβでi厨構な誘導性窓の場合には島，π，〔1＝0となり石擁＋いのみが礎り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　ブ瓦一一ブ・・÷⊆鷲謬Σ伽彦｝生畿鞠皆聖　　（・・7・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7n＝1

　　　　玄女ヒこ　　　　　　　　　　　　　　　f》＝αノα1，　　　　　　　ty＝＝：πα旦／2ce

　　斯くしてブBゐが求められるわけである。叉Milcs♂）公式え誘くには（4．3）え（4．4）の形の

y　　　l
G一一「

EI

@l　蟹

0 ・←一一一α，→ 　》ﾓ



t
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玖‘，を代入し．月コ疾≧2に嘉し（4．6．，1を採用して

　　　　　　　　　　　　　　　．z∫ll∫二：・＠）・岡蕊，…h・響…h1際鑑璽哩

　　　　　　　　　幽＝つ万｝　……∬票繭1…亨読r…　tttttttttttt「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但ε（x）＝＝si1．．！・x／α蓬．（κ一釦

　　　m＝2から・。までの総禰，，、一1から。・までの総和からm＝1の第噸を引いたものrc

嚢等ししヘカ》ら

蝉吟壁）鶯翻曇三筆ll螂一・　］傑ρ〉

斯くしてMilesの公式が得られる。，これを計算するには　．　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　sil■θ．　si1芝θr　　　．　　　　　　　　　　　　　　Σ舳濡s・一θ・一2御rδ．，θ・）・．as

　　　　　　　　　　　　　　li．1＝1

を利用し」ヨ．

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　c（，s一．一一一x＝αc（，sθ＋β

　　　　　　　　　　　　　　　・一・i・（nea）・…（饗う，β一…C奮）・…（鷺一）

の如き饗緻鍵換を利用し積分範園x＝翫～釣を〃＝・　O～πに攣麗すると

　　　　　　　　一計ち1鴇）∵留1一・1・一

門・・（のは窓の面上の’饒謝の捌醗鞭

　　　　　　　　　　　　　ε（0）＝」3ihθ　　　　　　A：建．　　　　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．11）

の形となるから

ブB・一一 _侵西脇［・・…欄・…c・（rrou　12a）一・i　（…2・

式は藩本波の界アドミッタンスは．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　λ　　　　　　　　　　　　　rt〔1
　　　　　　　　　私・＝ヲ5π＝．η．．．．気∫－

　　　　　　　『∴銑一一［・Q・e・・（響〉・」C’，・　ec　1（鷺川　　 ・4．・31．

若しe＝α！2で封稔の誘導性器の場合は

　　　　　　　　“　£卜一聖一。・t・（鷺り　　　　（…4）



工00　　　　　　　　　　　　　　　　導波管内の窓についての考察

（4．13），（4．14｝がMilesの與えた公式である。

　　　　　　　　　　　§5．一般の窓の妙スセプタ1ンスの計算

　　第1．1圖の様な一般の窓のアドミッタンスは（1．！9），（1．20）で求められる。即ち窓のアド

ミッタンスに三三つの項からなり

　　　　　　　　　　　　　r薫ブ君。十ブβ五十ブ乃∬　　　　　　　　　　　　　（5．エ）

であり第一項の．iBc及び第二項のノβ五は夫友魏3節及び第4節で膏｛畠算されるものであるQ簡

輩のため窓が上下及び左右に封辮であとるするとブB・は（3．！0）式或は｛3．15）式で計算せられ

又は（4．71式或は（4．14．｝式で計算せられる。故にブ息∫が計算されると（5．エ／から窓のアドミッ

タンスYが計算せられるわけである。

　　扱て窓が上．ド及び左右に封辮℃あると

ALi，n　＝＝　e・鰍煮（一・：）nt　eOS（牲1巫／1儒只鱈土z）・）t］

＿島＿＿＿藷融解　　｛「（5’2）

であるから

　　　　　　　　　　　　　　QO　　　9つ　　　　　　　　　　莇一ΣΣ臨・，％警欝語P

　　　　　　　　　　　　　　ノ〃罵l　tt二1

でめる。從って五妬』ノ1．　1Bo，盈脳㍉鋤＝遍”岨・脳’bであるし：叉

　　　　　　娠跡一驚涙儒1・ゲー級

　　　　　　r・一一樫工・y＋（勢・ア緬・γ

　　　　　　　　　　一領・＋1珍誌誓㍉ノー（学川％

　　　　　　　　賑誕3）／て『iう蔓コ

であるから

　　　　　　　　　　　　　　　　　の
魚一締灘㌃塀f澱嘘1懲晶購齪・（踊伽

玄玄に

　　　　　　　　　の　　　　　　D・・一Σ歯…鞠・1・＋漏（。一一が（．川％

　　　　　　　　　η司

　　　　　　　　　　　　　α　　2α　　πα1　　繊
　　　　　　　　　　P＝で；「’9瓢7・x＝妥・？y＝『％

（5．3）

〈5．4．）
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結 雷

　　本篇の解法の特徴は窓め頚1上の電界分布を假定しそれを導波管断醐に上フー・リエ・一展開

（一般には縦方向の展開とPt：fiyy向の展開との積）望爾い各姿食眞の種類は級難の各項瞠捲する

ものとして求めその振癌は級敬の各項の係敷を求めると云う純数學納な手段を用V・た事であり

且つ級数の各項に封しては唯一つの姿態波が塗雌ミする糠に，π波とff波の姿態群を用いす，

瓦亮0の姿態群を用いた事であるQこのため複難な境界値問題が物理的意味を把握しつつ機

械的に計算が行い得るわけであるQ又一般の窓のサスセプタンスは誘導性窓と容最性窓のサス

セプタン社補醐赫らなっていると云う興嚇る事禰醐して醐瞭な翻襖えている・

爾本篇には窓を作っている導lll菱の厚さの影響や絞りの穴の上に唯一つ4期・d・のみを假定する

事に封ずる補蕉や計算三盆中の近似のとり方に封ずる補蕉に塁重しては鋼｝述丈献（S）④に取1及はれ

ているのでそれ1τ：は鯛れていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　　献

　　D　松本銀，鈴木遊雄∫導波管内の絞りに就て，鷲學誌（昭1和22隼わの67巻第708號

　　2）松木蕉，鈴木道雄；立騰圃路に關するご三のi；iF究，北海道大雛工學部藁報第1巻p．115一・・vi43

　　　　（ほ召出闘23禽三4」づ）

　　3）松本蕉，鈴木道雄；縫鞠絞り¢）理論，電氣遊僑學會立膿圃路轟門委員會炎料第八輯

　　　　（昭和24箪8月）

　　4）　」．　W．　Miles　：　The　Equivalent　Circuit　for　a　Plane　Dis？・ontinuity　in　a　Cylindrical　Wave

　　　　Guide，　Proc．　of　1．　R．　E．　19t46


